
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

横山正著『近世演劇論叢』

橘, 英哲
筑紫女学園短期大学教授

https://doi.org/10.15017/12110

出版情報：語文研究. 43, pp.65-67, 1977-06-01. 九州大学国語国文学会
バージョン：
権利関係：



紹

介
横

山

正

著

『
近

世

演

劇

論

叢
』橘

英

哲

こ
の
た
び
、
横
山
正
氏

の
第

二
著
書

「
近
世
演
劇
論
叢
」
が
出
版
さ
れ
た
。

書
名

に
う
か
が
え
る
よ
う

に
、
演
劇
関
係

の
論
文

・
資
料
集

の
体
裁
を
な
す
も

の
で
、
幅
広

い
内
容
を
も
ち
、
ど

の
論
も
前
書

「
浄
瑠
璃
操
芝
居
の
研
究
」

に

引
き

つ
づ
く
た
し
か
な
視
点
と
方
法
と
に
裏
打
ち
さ
れ
、
読
後
、
重

い
手
ご

た

え
を
感
じ
る

一
書
と
な

っ
て
い
る
。
以
下

、
順

に
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

第

一
部
は

「
紀
海
音
」

、
本
書

の

「
お
わ
り

に
」

に

「
当
時
、
近
松

に
対
抗

し
え
た
唯

一
の
浄
瑠
璃
作
者

で
あ

っ
た

に
も
拘
ら
ず
、
近
松
に
反
し

て
海
音
が

あ
ま
り
に
も

顧
み
ら
れ
な
い
た
め

、
海
音
作
品

の
性
格
な
ど
を
折

に
ふ
れ
、
筆

者
な
り

の
見
方

で
考
え
て
き
た
も

の
を
最
初

に
纏
め

て
第

一
部

と
し
た
」
と

い

わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
第

一
章

は

「
海
音

の
経
歴

に
お
け
る
作
者
的
性
格

の
形

成
」
と
題
さ
れ
る
。
海
音

の
幼
年
時
代
よ
り
は

じ

ま

り

豊
竹
座
作
者
時
代
ま

で
、
そ

の
周
辺
に
あ

っ
た
文
学
的

雰
囲
気
と
経
歴
の
考
察

で
あ
る
。
第

二
章
は

「
海
音
浄
瑠
璃

の
趣
向
と
構
成

」
。
執
筆
態
度

・
世
話
浄
瑠
璃

・
時
代
浄
瑠
璃

な
ど

の
各
節
に
分

け
て
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
は
じ
め
に
全
体
的
執
筆
態
度
が
当

代

の
資
料

に
よ

っ
て
説

か
れ
、
そ
れ
ら
を
証
す
る
か
た
ち
で
世
話

.
時
代

の
各

論

に
う

つ

っ
て

い
る
。
そ
の
中

で
は
特

に
世
話
物

に
関
す
る
論
考
が
多
く

、
ま

ず

心
中
浄
瑠
璃

で
、
心
中

へ
の
劇
構
成

の
面
か
ら
と
節
章

の
面
か
ら
、
海
音

の

宝
永

・
正
徳
か
ら
享
保

へ
の
執
筆
態
度
の
変
化
を
と
ら
え
て

お

ら

れ

る
。
ま

た
、
そ
う
し
た
海
音

の
姿
勢
を

「
大
阪
に
生

ま
れ
、
大

阪
の
庶
民

の
間

で
育

っ

た
海
音
に
し
て
、
初
め
て
可
能
な

こ
と
で
あ

っ
た
」
と
し
て
、
近
松
と

の
差
を

見

て
お
ら
れ
る
。
さ
ら

に
犯
罪
物

・
狂
乱
物

・
執
筆
意
識

・
方
法

・
展
開
と
影

響
と

い
う
順
に
論
は
ま
と

め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら

の
論

に

一
貫
し
て
み
え
る

の
は
、
他

の
作
品
と

の
綿

密
な
比
較

・
検
討
に
よ
る
方

法

で

あ

る
。
た
と
え

ば

、
狂
乱
物

の

「
椀
久
末

の
松
山
」

に
お
け
る

一
中
節
正
本

と

の
詞

章

の
相

違

、
執
筆
意
識

を
論
ず
る
際

の
近
松

作

品

と

の
描
写

の
差
、
方
法

の
考
察
中

の
、
や
は
り
近
松
作
と

の
違

い
、
展
開
と
影
響
を
論
ず

る
た
め

の

「
八
百
屋
お

七
」

「
心
中

二
つ
腹
帯
」
と
歌
舞
伎
そ
の
他

の
作
品

と
の
影
響
関
係
等

の
仔
細

な
検
討

で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
単
な
る
作
品
同
士

の
比
較
と

い
う
も

の
で
は
な

い
。
い
ず
れ

の
論
も
、
海
音
以
前
か
ら
海
音
以

後

へ
と
変
転
す
る
近
世
劇

界
の

時
代
相

を
、
的
確

に
把
握
す

る
結
論

へ
と
帰
納
し
て
い
く

の
で
あ
る
。
世
話
物

の
最
後
の

「
心
中

二
つ
腹
帯
」

の
論

な
ど

は
、
そ

の
意
味

で
強

い
説
得
力
を
持

つ
。
時
代
物

に
う

つ
る
。

「
舞
台
生
命

を
早
く
か
ら
失

っ
て
し
ま

っ
て

い
る
」

海
音

の
時
代
浄
瑠
璃

の

「
そ
れ
な
り

の
理
由
」
を
考
え

つ
つ
論
じ
ら
れ
た
も
の

で
あ

る
。
そ
の
執
筆
態
度
で
は
、
他

の
作
品

と
の
比
較
が
ま
ず
な
さ
れ
る
。
た
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と
え
ぱ

「信

田
森
女
占
」
と

「し

の

だ

づ

ま
」

、

「
小
野
小
町
都
年
玉
」
と

「大
和
寄

五
穀
色
紙
」
、
「
新
百
人

一
首
」
と

「
三
井
不
動

明
王
豊
年
護
摩
」
、

「
山
桝
太
夫

恋
慕
添
」

と

「山

桝
太
夫

葭
原
雀
」
等

で
あ
る
。
そ
し

て
こ
れ
ら

の
齢
細
な
比
較
検
討
よ
り
、
概
し
て
世
話
物
よ
り
成

果
の
少
な
か

っ
た
海

音
の

時
代
物

の
特
徴

を
論
じ
ら
れ
、
海

音
の

「
基
本
的

人
間
性

の
浄

瑠

璃

へ
の
反

映
」
を
結
論
と
さ
れ
る
。
次

に
、
そ
う
し
た
時
代
物

の
中

で
も

「
海
音

の
作
劇

法

が
よ
く
効
果
を
発
揮
し
て

い
る
作
品

、
或
は
彼
の
成

熟
し
た
浄
瑠
璃
作
法

の

特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
作

品
」
と
し

て

「
新
板
兵
庫

の
築
嶋
」

「
頼
光
新
跡

目
論
」
を
取
上
げ

て
お
ら
れ
る
。
海
音

の
手
法

を
理
詰

で
あ
り
理
智
的
と
さ
れ

る

そ
れ
ぞ
れ
に
緻
密
な
作
品
論
で
あ

ろ
。
駕
刈
三
章

は

「
海
音

の
丸
本

書
誌

そ
の

他
」
と
題
さ
れ
る
。
丸
本

の
題
籏
と
奥
書

の
分
類

に
よ

る
書

誌
的

研

究

で

あ

る

。
ま
ず
題
籏

は
表
記
形
式
の
分
類

の
結
果
考
え
ら
れ
る
点

に
つ
い
て

の
論

で

あ

る
。
次

に
奥
書

は
前
書

の

「
浄
瑠
璃
操
芝
居

の
研
究
」

に
報
告
さ
れ
た
も

の

の
補
訂
と
し
て
述

べ
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
奥
書
本
文

と
対
照
さ
せ
た

一
覧
表

が
附
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
海
音
作
と
伝
え
ら
れ
る

「
業
平
昔
物
語
」

に
つ

い
て
の
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
論
が

つ

づ

い

て
、
第

輔
部
は
終

っ
で
い

る

。
海
音
に

つ
い
て
は
、
部
分
的

に
は
従
来
よ
り
取
上
げ
ら
れ
る

こ
と
は
あ

っ

た

に
し
て
も
、

こ
の
よ
う

に
体
系
的

に
ま
と
め
ら
れ
た
論
を
し
ら
な

い
。
こ
こ

に
は

っ
き
り
と
具
体
的
な
形
を
と

っ
て
照
ら
し
出
さ
れ
た
海
音
を
見

る
思
い
で

あ

る
。

第

二
部

「
浄
瑠
璃
雑
纂
」
は
、
総
数
十

一
篇

の
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
論
文
が

集
め
ら
れ
た
も

の

で

あ

る
。
以
下
に
題
名
と
簡
単

な
紹
介
を
列
記
す
る
。
Ⅱ

浄
瑠
璃

「
三
浦
物
語
」
の
史
的
位
置

併
載
、
端
本

「
三
浦
物
語
』
1

三
浦

も
の
の
流
れ
の
中
に
あ
る

「三
浦
物
語
」
の
史
的
位
置
の
解
明
と
氏
御
所
蔵
の

書
の
翻
刻

・
紹
介
。
1

筑
後
橡
本

「那
須
与
市
小
桜
威
」
の
史
的
意
義
i

関
連
作
の
、
文
字
譜
も
含
ん
だ
詳
細
な
比
較
検
討
の
論
。
1

浄
瑠
璃

「蝉
磨

呂
」
と

『蝉
丸
」
I
i
表
題
二
作
の
関
係
を
あ
き
ら
か
に
し
た
論
。
Ⅳ

土
佐

少
操
の
曲
節
-

段
物
集
そ
の
他
の
節
章
の
検
討
に
よ
っ
て
土
佐
節
の
特
徴
を

あ
き
ら
か
に
し
た
論
。
V

「鎌
倉
三
代
記
」
の
成
立
に
つ
い
て
ー

書
誌
的

研
究
を
中
心
と
し
た
成
立
論
。
班

浄
瑠
璃
評
判
記
序
文
の
演
劇
史
的
意
義

ー

序
文
の
変
遷
か
ら
み
る
こ
と
の
で
き
る
評
判
記
の
性
格
の
変
質
を
説
い
た

論
。
Ⅵ

菊
野
殺
し
の
実
説
と

「置
土
産
今
織
上
布
」
ー

新
資
料
に
よ
り
表

題
関
係
作
品
を
実
証
し
た
論
。
棚

『登
八
嶋
』
に
つ
い
て
ー

異
本
の
異
同

の
検
討
に
よ
る
論
。
皿

絵
入
浄
瑠
璃
本

「日
本
九
ほ
ん
の
じ
や
う
ど
」
ー

表
題
作
品
の
紹
介
と
そ
れ
に
関
連
す
る
論
。
X

『
元
日
金
歳
越
』
め
初
演
時

期
-

絵
尽
序
文
に
よ
る
表
題
作
の
初
演
時
期
推
定
の
論
。
∬

歌
舞
伎
番
附

「難
波
重
井
筒
」
そ
の
他
に
つ
い
て
1

六
種
の
歌
舞
伎
番
附
の
紹
介
と
そ
の

考
察

の
論
。
以
上
紙
数

の
都
合

で

一
々
の
詳
し
い
紹
介
は

で
き
な

い
が
、
い
ず

れ
も
実
証
的
方
法

に
よ
る
明
確
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
論
ば
か
り
で
あ

る
。

第

三
部
は

「地
方
芸
能
」
と
題
さ
れ

て
い
る
。
1

「
浄
瑠
璃
操
芝
居

の
変

貌
」
は

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
1

都
市
と
地
方
と

の
芸
能

の
関
連
に

つ
い
て
ー
1

と
あ
る
よ
う

に
、
従
来
見
落
さ
れ
て
い
た
面

の
考
察
で
あ
る
。
義
太
夫
節
を
中

心

と
し

て
、
都
市
演
劇
と
農
村
演
劇

の
か
か
わ
り
が
、
元
禄
期
よ
り
文
化
文
政

(以
後
)
ま
で
史
的

に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
以

下
、

「
現
存

の
文
弥
節

に
つ
い

て
」

「
岡
山
県

の
面
浄
瑠
璃
と
そ
の
演
劇
的
意
義
」

「
関
西
系
面
芝
居
圏

の
形

成
」

「
京
都
、
市
原

の
鉄
扇
節
音
頭
」
と

い
う
よ
う
に
、
地
方
芸
能

に
関
す
る

三
種

々
の
考
察
が
な
さ
れ

て
い
る
。

第
図
部

億

「
資
料
」
と
題
さ
れ
る
。
1

な
り
ひ
ら

一
代
記
。
璽

元
日
金

歳
越
絵
尽
。
夏

江
戸
桜
恋
英
絵
尽

。
Ⅳ

曽
根
崎
新
地

五
人
斬
口
書

。
以
上

四
篇

で
あ
る
が
、
1
か
ら
ー
ま
で
は
写
真
版

に
よ
る
紹
介
、
Ⅳ

は
練
刻
と
な
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っ
て
い
る
。
ま
た
置
は
、
第

二
部

の
X
に
取
上
げ
ら
れ
た
も

の
で
あ
り

、
Ⅳ
は

同
じ
く
第

二
部

の
Ⅵ

に

一
部

引
用
さ
れ
た
表
題
口
書

の
全
文

の
紹
介

で
あ
る
。

こ
の
書

は

「論
叢
」
と
名

づ
け
ら
れ
た
よ
う

に
、
浄
瑠
璃

・
歌
舞
伎

・
地
方

芸
能
と
ヴ

ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
を
も

っ
て

い
る
。
ま
さ

に
、
氏

の
幅
広

い
御
研
究
活
動

の
成
果

の

一
書

で
あ

る
。
私
な
ど
も
か

つ
て
読
ま
せ
て
い
た
だ

い
た
論
も
多

い
が
、
こ
の
よ
う

に
集
め
ら

れ
、
そ
し
て
手
に
す

る
時
、

一
貫
し

た
方
法

の
た
し
か
さ
が
伝
わ

っ
て
く
る
。
後
学

の
者

に
幸
い
な

、
そ
し
て
重
い

一
書

で
あ
る
。
舌

足
ら
ず
な
、
ま
た
見
当
ち
が

い
の
御
紹
介

と
い
う

こ
と

に
な

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
氏

の
御
寛
恕
を
お
願
い
す

る
。

(昭
和
五
十

一
年

七
月

清
文
堂

五
八

一
頁

八
、
四
○
○
円
)

執

筆

者

紹

介

中
島
あ
や
子

田
坂

憲
二

白
石

良
夫

野
口

義
廣

今
井

源
衛

中
野

三
敏

大
内

初
夫

橘

英
哲

立
川
昭
二
郎

鹿
児
島
大
学
講
師

九
州
大
学
大
学
院

純
真
女
子
短
期
大
学
講
師

九
州
大
学
大
学
院

九
州
大
学
教
授

九
州
大
学
助
教
授

鹿
児
島
大
学
教
授

筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
教
授

広
島
修
道
大
学
教
授
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